
両口タイプ、保温カバーに口数1Pが登場
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エスロンペックスヘッダーには…

※カチットSによる専用継手です
ペックスヘッダー専用継手をご使用ください！

1口単位で
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自由度がU
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自由度がU
P！

リフォーム
による

口数変更に
的確に対応

可能！リフォーム
による

口数変更に
的確に対応

可能！

NEW

手で軽く回転させるだけの接続なので金属
製ヘッダーでのねじ込みの重労働から解放
されます。管接続も、カチットで簡単です。

手で軽く回転させるだけの接続なので金属
製ヘッダーでのねじ込みの重労働から解放
されます。管接続も、カチットで簡単です。

当社金属製ヘッダーに対し、約1／4※に
軽量化。輸送や取り扱い・施工の負荷が、
軽減されます。

当社金属製ヘッダーに対し、約1／4※に
軽量化。輸送や取り扱い・施工の負荷が、
軽減されます。
※当社金属製ヘッダー３Ｐシステム比

パチッ

軽い

樹脂化による大幅な軽量化接続は簡単・スピーディー

組み替
え

OK専用継手離脱レンチで確実・簡単に取り外し
できるので、現場での組み立て・組み替えに
対応できます。

専用継手離脱レンチで確実・簡単に取り外し
できるので、現場での組み立て・組み替えに
対応できます。

現場変更に柔軟に対応

ヘッダー接合部は金属製
ヘッダーと違い、目視と触
診で容易に管理可能です。
カチットS接続部もピンク
のガイドで管理可能です。

ヘッダー接合部は金属製
ヘッダーと違い、目視と触
診で容易に管理可能です。
カチットS接続部もピンク
のガイドで管理可能です。

施工管理が容易

ナットロック部 OK
触診

目視

ヘッダーはニップルで容易に回転できる
ので枝管の向きを自由に変えられます。
ヘッダーはニップルで容易に回転できる
ので枝管の向きを自由に変えられます。

ヘッダーの向き変更が容易

ニップル6Pヘッダーの例

固定金具固定金具 固定金具

プラグ部

【1P】 【1P】【2P】 【5P】【2P】

ニップル部
ニップル部 ニップル部

固定金具固定金具

【1P】
ニップル部

新登場のペ
ックスヘッダ

ー

1Pタイプな
ら！
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施工方法詳細や注意事項等
は別途同梱チラシやカタロ
グ等を必ず参照ください。

ヘッダーニップル部 【2P専用金具使用例】

両端の枝の間

品　番

PHD1W
PHD2W
PHD3W

1,200
1,350
1,650

価　格
（円/個） 品　番

PHD4W
PHD5W
PHD6W

1,950
2,400
2,750

価　格
（円/個）

品揃え
■ペックスヘッダー＜両口タイプ＞

NEW

品　番

PHD2S
PHD3S
PHD4S

1,350
1,650
1,950

価　格
（円/個） 品　番

PHD5S
PHD6S

2,400
2,750

価　格
（円/個）

■ペックスヘッダー＜片口タイプ＞

品　番

HDPC1
HDPC2
HDPC3

750
1,050
1,200

価　格
（円/個） 品　番

HDPC4
HDPC5
HDPC6

1,500
1,650
1,850

価　格
（円/個）

■ペックスヘッダー用保温カバー

NEW

・ ヘッダーの包装と継手のOリングカバーは接続時まで外さないで
ください。キズ、ゴミ、異物は漏水の原因となります。
・ ペックスヘッダー専用継手の手回しナットは、“パチッ”と音がするまで
手で回し接続してください。その後、軽く逆方向に回して手回しナット
がゆるまないことを確認してください。ナットロック部が掛かっていない
と、使用中にねじが緩み戻り、抜け漏水が発生します。
・ ペックヘッダー固定金具はヘッダー両端の枝の間と、連結使用の
場合はペックスヘッダーニップル部に設置してください。
・ ヘッダー付近の配管は、必ず接続部が直線になる様にサドルで固定
してください。ヘッダーを支点として管を曲げたり、引っ張らないでく
ださい。ヘッダーニップル部や継手、管が破損する恐れがあります。

注意事項

注意事項の
ご案内

https://www.sekisui-qa.com/product6_1.html

ペックスヘッダー部の組立て標準施工法

ペックスヘッダーを包装から取り出し、保温カバー
をかぶせてください。

挿し口と受け口を点検し、ゴミや異物がある
場合は除去してください。

継手をペックスヘッダーにまっすぐ挿入してく
ださい。

※枝側にかぶせる際は、ナット
ロック部に引っ掛かりやすいので、

ていねいに行ってください。 ※専用継手のＯリングカバーは外して使用ください。

保温カバーの取り付け 挿し口と受け口の点検 継手の挿入1 2 3

その後、手回しナットを軽く
逆に回し、ゆるまないこと
を確認してください。

「パチッ」という音がする
まで、手回しナットを手で
時計方向に回してください。

手回しナットの接続 確認 ヘッダー固定金具の取り付け4 5 6
全ての継手をヘッダーに接続した後、もう一度、
手回しナットがゆるまないことを確認してくだ
さい。

ヘッダー固定金具は、ヘッダー両端の枝の間と、
連結使用の場合はペックスヘッダーニップル部
に設置してください。ヘッダーが２Pの場合は、２
P専用金具をご使用ください。


